
プロジェクトマネジメント学会2018年度秋季研究発表大会プログラム第1日 （8月30日）　於：同志社大学今出川キャンパス「良心館」

時  間 第1会場 RY401教室 第2会場 RY402教室 第3会場 RY403教室 第4会場 RY404教室 第5会場 RY405教室 第6会場 RY406教室 第7会場 RY407教室 第8会場 RY408教室 第9会場 RY409教室

9:00-

9:50-10:00

10:00-11:00

11:00-11:20

稲葉豊茂(富士通ラーニングメディ
ア)

高山公章(日本電気)
折方孝夫(三菱電機コントロールソ

フトウェア)
大内準一(ＮＴＴデータ) 岡田公治(東京都市大学) 梅田政信(九州工業大学) 木野泰伸(筑波大学) 石井信明(神奈川大学)

横山真一郎(Brainware
University)

11:20-11:40

1101
若手リーダーがチームマネジメント
を行う際の期待と課題
迫佳志(日本アイ・ビー・エム)

1201
受注前プロセスのフェーズゲート管
理方法改善による組織のマネジメン
ト力強化
吉田顕治(日立システムズ)

1301
プロジェクトマネージャの役割期待
と生涯キャリア
一栁晶子(日本アイ・ビー・エム)

1401
グローバルパッケージ導入における
複数ステークホルダーの期待値マネ
ジメントへの取り組み
川上麻衣(日本アイ・ビー・エム)

1501
女子大生が学ぶプロジェクトマネジ
メントと正課外活動での活用
彦惣唯衣(京都光華女子大学)

1601
オープンプロジェクトに対するジャ
ンプ拡散モデルに基づく開発工数予
測モデル
大野晃太郎(東京都市大学)

1701
内的要因を考慮した新たなITリスク
マネジメントの提案及び評価
植草皓(千葉工業大学)

1801
CSV (共有価値の創造) 実現に向けた
ソーシャル・プロジェクトマネジメ
ント手法の活用
平井均(中央大学大学院)

1901
生産性向上に向けた動的リーダ配置
手法の提案
片岡優也(千葉工業大学)

11:40-12:00

1102
ポジティブ心理学の強み診断ツール
を活用した効果的なチーム作り
坂上慶子(日立インフォメーションア
カデミー)

1202
審査から抽出した弱点の強化による
組織としてのプロジェクトマネジメ
ント力向上
吉枝努(日本電気)

1302
PMコンピテンシー分析によるプロ
ジェクト成功率向上への取り組み
池田治彦(日立産業制御ソリューショ
ンズ)

1402
システム基盤運用／保守におけるス
テークホルダーマネジメント
渋谷花梨(NTTデータシステム技術)

1502
CVMSを通した顧客価値可視化に関す
る考察-ナショナルフラッグA社と
ローコストキャリアB社を事例に-
景山彩香(千葉大学)

1602
RPAを用いた非定型業務の改善活動に
関する一事例
塩月英美(NTTデータ)

1702
歴史上のサブリーダーから学ぶプロ
ジェクトマネジメントの教訓に関す
る一考察　〜第2報：リーダーとサブ
リーダーとの関係性に基づく分析～
上野奈々(千葉工業大学)

1802
全社的リスク管理の視点を導入した
チェックリストの提案と有効性の確
認
佐藤優至(千葉工業大学)

1902
パフォーマンス向上のためのEVMの活
用事例のご紹介
神野和司(三菱電機インフォメーショ
ンシステムズ)

12:00-12:20

1103
チームのモチベーションを向上させ
るためのマネジメント
仁科伸隆(日本アイ・ビー・エム)

1203
プロジェクトマネージャが表現でき
ない潜在リスクの見える化への取り
組み
櫻井大和(富士通関西中部ネットテッ
ク)

1303
PM能力向上における資質の活用
磯部匡志(NTTデータ)

1403
フューチャーセンターを活用したIT
ベンダーとの協業の促進
角田仁(東京海上日動システムズ)

1503
産官学連携プロジェクト実践事例
―京都三条会商店街とファミリー層
を中心とした住民交流―
野口夏奈(京都光華女子大学)

1603
PBLでのチーム成立期における適切な
コミュニケ―ションに関する一考察
三瓶あすか(千葉工業大学)

1703
ソフトウェア開発プロジェクトマ
ネージャ育成に関する多面的な取り
組み
井川淳司(日本電気)

1803
共起ネットワークを用いたPM教育に
関する考察―北海道・東北における
高等教育機関での授業事例を対象に-
富永楓(北海道大学)

1903
大学生の怠惰傾向がコーチングに及
ぼす影響の分析
佐久間脩(千葉工業大学)

12:20-13:20

辻寛(日立システムズ) 土肥和彦(富士通) 金子英一(日本アイ・ビー・エム) 高田淳司(日本電気) 野間口隆郎(和歌山大学) 岡田公治(東京都市大学)
由崎令子(三菱電機インフォメー

ションシステムズ)
日下部茂(長崎県立大学) 木野泰伸(筑波大学)

13:20-13:40

1104
現行踏襲型プロジェクトの８つの問
題点と再構築マップによるアプロー
チの提案
稲葉豊茂(富士通ラーニングメディ
ア)

1204
トラブルプロジェクトの早期発見に
むけた予兆管理
杉本吉宏(日本アイ・ビー・エム)

1304
上位プロジェクトマネージャによる
プロジェクトマネージャの候補生育
成について
田中隆宏(日立システムズ)

1404
システム開発における生産性評価の
一例とQCDの観点を含めた生産性評価
方法の提言
伴和哉(日本アイ・ビー・エム)

1504
プロジェクト中盤に注目したコンピ
テンシ分析
岩間智史(千葉工業大学)

1604
テキストマイニングを用いたステー
クホルダの欲求レベルの抽出－欲求
連鎖分析を用いたステークホルダエ
ンゲージメントマネジメント支援－
竹山侑輝(千葉工業大学)

1704
複数金融規制・複数金融当局・複数
ベンダー体制により複雑化したプロ
ジェクトを成功に導くためのプロ
ジェクトマネジメント手法の考察
七田和典(日本アイ・ビー・エム)

1804
PPPマネジメントの一般化モデルの考
察
関口明彦(富士通クオリティ＆ウィズ
ダム)

1904
多国籍ITサービスにおけるプロジェ
クトマネージャの現状とレベル向上
に関する考察
遠藤洋之(NTTデータ)

13:40-14:00

1105
レガシーマイグレーション案件にお
ける低コスト化施策の取り組み事例
佐々木美佳(NTTデータシステム技術)

1205
監査部による“問題プロジェクト”
に対する取り組み― PMOの“問題プ
ロジェクト”への活動に関する監査
―
北條武(NTTデータ)

1305
傳役（もりやく）コンセプトによる
ＰＭ人材育成への取り組み
池田敦志(富士通クオリティ＆ウィズ
ダム)

1405
開発効率向上への影響要因に関する
考察
宮本由美(日立製作所)

1505
海外買収会社における品質プロセス
適用推進活動の効果と課題
馬超(日立製作所)

1605
文系女子大学におけるプロジェクト
マネジメント教育の意義
吉田咲子(京都光華女子大学)

1705
オープンソースプロジェクトに対す
る開発工数予測のための確率微分方
程式モデルとその応用
曽根寛喜(東京都市大学)

1805
Project Based Learning を促進する
ためのリーダーシップ育成法の検討
関根晴矢(千葉工業大学)

1905
ステークホルダが持つゴールとタス
クの定量的評価手法の考察―産官学
連携プロジェクトにおける複数ス
テークホルダ間のジレンマの解消―
加瀬匠汰朗(千葉工業大学)

14:00-14:20

1106
他社構築システムの保守引継ぎにお
けるプロジェクトマネージメント事
例
宮崎浩樹(富士通)

1206
PMのあるべき姿のモデル化 - 問題プ
ロジェクト事例分析から得た再発防
止の取り組み -
山田佳邦(三菱電機)

1306
リーダ人財育成における白熱メソッ
ドについて―経営企画部門による人
財育成―
溝部国男(NTTデータ関西)

1406
プログラムマネジメントにおける品
質管理手法の考察
高橋新一(日本アイ・ビー・エム)

1506
リーダの自信に影響される成功感の
差異に関する研究
巻嶋一(千葉工業大学)

1606
女子大生に向けたプロジェクトマネ
ジメント教育の展開-化粧品開発教育
実践を事例に-
田中未来(岡山大学)

1706
ソフトウェア再利用が改修プロジェ
クトの生産性に与える影響の実証分
析
吉村直人(日本電気)

1806
サービスサイエンスの観点に基づく
品質アプローチの考察－SI品質の確
保に向けた5レイヤ・マネジメントの
実践－
伊東憲一(日本電気)

1906
ソフトウェア開発におけるテスト
チームの設置に関する一考察
小笠原秀人(千葉工業大学)

14:20-14:40

1107
マイグレーションにおける品質保証
の考え方について ―テスト工数削減
に向けて―
重見憲一(NECソリューションイノ
ベータ)

1207
プロジェクトにおけるアンチパター
ンの蓄積および体系化に関する考察
内田吉宣(日立製作所)

1307
プロジェクトマネージャ育成の取組
について― ＰＭ交流会の推進 ―
辻川直輝(NTTデータカスタマサービ
ス)

1407
プロジェクト内SEPGの育成と展開
泉友弘(NTTデータ)

1507
フレーミングを用いたマトリックス
型組織運営方法の提案
井上有二(日本電気)

1607
オープンイノベーションに関する能
力の成熟度評価の提案
北寿郎(同志社大学大学院)

1707
男子学生の恋活パーソナルプロジェ
クト～第一報：行動計画策定フェー
ズ～
大城健一(千葉工業大学)

1907
ベイジアンネットワークを用いたリ
スク構造化手法の提案
渡邊明日香(千葉工業大学)

14:40-15:00

15:00-16:45

16:45-17:30

17:30-19:30

休憩

受 付　<良心館　1階>

【開会挨拶】<1階　RY103教室>
プロジェクトマネジメント学会会長　関 哲朗（文教大学）

関西支部長　北　寿郎 (同志社大学)

【キーノート1】<1階　RY103教室>
ICTが変える社会システム

森下　俊三（阪神高速道路株式会社　取締役会長）

休憩

休憩

【プロジェクトマネジメント学会各賞の表彰・受賞者記念講演】 <1階　RY103教室>
表彰：論文奨励賞，文献賞

2017年度PM実施賞受賞講演：NTTデータ 技術革新本部 ITマネジメント室「社内情報システムにおける全方位的TCO削減活動とIT投資対効果の評価プロセス推進活動」
2017年度PM実施賞奨励賞受賞講演：NECソリューションイノベータ「会社組織によるプロジェクトリスクマネジメントのプロセス構築と運用」

2017年度PM実施賞奨励賞受賞講演：日立ソリューションズ・クリエイト「全社プロジェクトの重要事項監視方法の確立」
2017年度PM実施賞奨励賞受賞講演：PM学会九州支部TOCワーキンググループ「CCPMの有効性検証と効果的な知識移転方法」

休憩・移動

【ネットワーキング(意見交換会)・学生発表賞表彰】 <京都ブライトンホテル1階　慶祥雲の間>

発表中止

発表中止

発表中止



プロジェクトマネジメント学会2018年度秋季研究発表大会プログラム第2日 （8月31日）　於：同志社大学今出川キャンパス「良心館」

時  間 第1会場 RY401教室 第2会場 RY402教室 第3会場 RY403教室 第4会場 RY404教室 第5会場 RY405教室 第6会場 RY406教室 第7会場 RY407教室 第8会場 RY408教室 第9会場 RY409教室

9:00-

10:00-11:00

11:00-11:20

磯部匡志(ＮＴＴデータ) 大南正裕(日立製作所) 堀賢志(日本電気) 泉友弘(ＮＴＴデータ) 千田貴浩(ＮＴＴデータ) 中島雄作(ＮＴＴデータ先端技術) 柴田浩太郎(富士通) 上西啓介(大阪大学大学院)
坂上慶子(日立インフォメーション

アカデミー)

11:20-11:40

2108
PM 標準カリキュラムにおける共通部
分の科目案について
木下実(日本アイ・ビー・エム)

2208
中小企業のプロジェクトにおける失
敗要因の分析と分類
保田洋(甲子園短期大学)

2308
デジタルトランスフォーメーション
で新規事業を創出するプロジェクト
におけるプロジェクトマネージャの
人材像
坂井稔(富士通)

2408
要件定義工程を自工程完結に導く３
つのアプローチ
森田敦子(富士通)

2508
在宅ワーク社員のタスク予実管理に
よる要員マネジメントの効果
高橋康之(NTTデータ)

2608
定常業務中心の組織にプロジェクト
マネジメントを定着させる際の考慮
点
井之川幸彦(SOMPOシステムズ)

2708
自動化におけるアジャイル開発の適
用　― アジャイル開発を推奨する理
由 ―
冨田裕(日本アイ・ビー・エム)

2808
情報価値に基づくプロジェクト組織
の評価と設計― コミュニケーション
計画の視点から ―
石井信明(神奈川大学)

2908
初年次専門科目としてのプロジェク
ト実践―2 年間のプロジェクト活動
は教育効果があるのか―
長町紗希(京都光華女子大学)

11:40-12:00

2109
機能共鳴分析手法FRAMによる個人レ
ベルのソフトウェアプロセストレー
ニングのモデリング
日下部茂(長崎県立大学)

2209
高信頼性システム開発プロジェクト
におけるリスク・マネジメント
鈴木二郎(日立製作所)

2309
DX時代における金融機関のシステム
開発PMに求められる能力に関する考
察
田中雄二(NTTデータ)

2409
設計、テストでの性能検証プロセス
の導入により、性能問題を早期に検
出するための取り組み
井元崇之(日本電気)

2509
開発現場の業務仕分けによる開発者
の負担軽減事例～開発者を雑務から
解放する～
石田兼司(NECマネジメントパート
ナー)

2609
保守プロジェクトにおける本番作業
品質向上の対策に関する考察
佐藤雅子(日本アイ・ビー・エムソ
リューションサービス)

2709
ＲＰＡ（Robotic Process
Automation）プロジェクトにおける
マネジメント手法の確立―エンター
プライズ・アジャイル開発導入の手
引き適用事例―
上條英樹(産業技術大学院大学)

2809
持続的な価値創造のためのレディネ
スの研究
下坂光(ピーシーアシスト)

2909
新チームにおけるブレーンストーミ
ング活性度とチーム内共感度のモニ
タリング方法の検討
小関菜月(千葉工業大学)

12:00-12:20

2110
「６０歳を直前にして転職に挑戦。
ライフシフトのための       プロ
ジェクトマネジメント！！！」
～人生100年時代の自己改革のすすめ
～
勝連城二(PMイノベーションオフィス
51)

2210
衛星追跡管制地上システムの段階的
設備更新プロジェクトにおけるリス
クと対策
石井順一郎(日本電気)

2310
営業部門向けプロジェクトマネジメ
ント研修の実施成果について
野元拓也(日立ソリューションズ)

2410
有識者観点を取り入れた自動ソース
コードレビューの提案― Deep
Learning適用によるソースコード品
質の見える化 ―
河本啓(富士通アプリケーションズ)

2610
情報システムにおける保守運用作業
の品質向上の新手法「アイデアソン
型フレームワーク」の提案
佐藤光(NTTデータ)

2710
IT受注プロジェクトにおいてウォー
ターフォール型開発から、アジャイ
ル型開発へ移行した方法と考慮点
佐藤美一(日本アイ・ビー・エム)

2810
リソース調達のためのEVM先行指標に
関する検討
今野裕紀(千葉工業大学)

2910
学生視点でプロジェクトマネジメン
トを学ぶ意義
野田帆南(京都光華女子大学)

12:20-13:20

13:20-14:20

14:20-14:40

川浪真詞(富士通) 高橋新一(日本アイ・ビー・エム) 阿部一晴(京都光華女子大学)
関口明彦(富士通クオリティ&ウィ

ズダム)
佐藤美一(日本アイ・ビー・エム) 上原賢明(産業雇用安定センター) 長島祥子(日立システムズ) 吉村直人(日本電気) 冨田裕(日本アイ・ビー・エム)

14:40-15:00

2111
大規模海外展開プロジェクトにおけ
るPMOの役割
野々山二郎(日本アイ・ビー・エム)

2211
技術開発プロジェクトの意思決定に
おけるバイアスの影響
森良弘(堀場アドバンスドテクノ)

2311
シナリオ型PM育成PBLの学習効果
重岩洋介(産業技術大学院大学)

2411
テスト工程におけるバグ分類を用い
た品質評価と残存バグ予測の適用事
例
垣原睦治(日本電気)

2511
システム開発プロジェクトにおける
分散開発環境の適用可能性に関する
研究
吉田知加(文教大学)

2611
アプリケーション保守開発プロジェ
クトにおける継続的な生産性向上事
例
皆川恵一(日本アイ・ビー・エム)

2711
ウォーターフォールとアジャイルを
統合した管理手法Wagileの実践と課
題
香西淳司(日本アイ・ビー・エム)

2811
プロジェクトマネジメント意思決定
に関する行動経済学アプローチの展
望
菅谷博文(三菱電機)

2911
メンタルヘルス研究会 10 年間の歩
み
柴田浩太郎(富士通)

15:00-15:20

2112
ITxOTシステムのグローバル体制での
開発事例
山村喜恒(日立製作所)

2212
リーダーとフォロワーの関係に基づ
くプロジェクトの成功要因に関する
研究
大野晃太郎(東京都市大学)

2312
新人研修における実プロジェクト活
用PBLの一考察
宮田寛子(SOMPOシステムズ)

2412
テストデータ生成のための業務制約
定義支援方法の提案
空林徹朗(日立製作所)

2512
テレワークとニアショア開発を活用
した働き方改革と地方創生への期待
千田貴浩(NTTデータ)

2612
ボトムアップ改善活動につながるOLA
の一提案　− SLA が未整備なプロ
ジェクトで苦労する運用リーダへの
提言 −
三橋彰浩(NTTデータ)

2712
スクラムチームに対する客観的且つ
属人性の低い評価手法の提案と適用
杉浦由季(NTTデータ)

2812
プロジェクトマネジメント行動ルー
ルを機械学習するエージェントを用
いたプロジェクトの計画精度と評価
基準の影響に関するシミュレーショ
ン
岡田公治(東京都市大学)

2912
街づくりプロジェクトとソーシャル
プロジェクトマネジメント～ＩｏＴ
を活用したプロジェクトへの展開～
山本智昭(NTTデータカスタマサービ
ス)

15:20-15:40

2113
ソフトウェア開発組織における国際
的知識移転の組織属性最適化～オフ
ショア開発組織の二時点比較調査～
後藤哲郎(法政大学)

2213
ISMS認証取得後の維持・改善の効果
的実践方法について
松川正(SOMPOシステムズ)

2313
ボードゲームによる実践向けプロ
ジェクトマネージャ訓練への取り組
み
広瀬優(日立ドキュメントソリュー
ションズ)

2413
ソフトウェアテストの実践的な教育
プログラムの開発事例 ―テスト設計
およびテスト自動化の実践力の育成
と評価 ―
町田欣史(NTTデータ)

2513
ソーシャル活動におけるPM活用事例
北畑紀和(日本アイ・ビー・エムソ
リューションサービス)

2613
OLAを軸にした情報システム運用マネ
ジメントの一提案　− 身の丈に合っ
た OLA の改善活動を推進する運用
リーダへの提言−
竹内陽一(NTTデータ)

2713
クラウドファースト案件におけるフ
ルスタック型パーソナルプロジェク
トマネジメント事例
高橋美里(クレスコ)

2813
AI活用サービス開発における段階的
検証手法の提案と適用
佐々木克浩(NTTデータ)

2913
PM論文におけるリスクマネジメント
研究の傾向
木野泰伸(筑波大学)

15:40-16:00

2114
PMO組織設計運営およびプロセス改善
活動に関する事例報告と知見― APAC
圏事業会社を事例として―
中島康二郎(NTTデータ)

2214
不正侵入と対策
佐藤直樹(大阪医科薬科大学)

2314
マネジメントスキル向上を考慮した
プロジェクト疑似体験手法の改善
木村利昭(日立製作所)

2514
地方百貨店の活性化におけるプロ
ジェクトマネジメントについて　―
商店街との共創について―
古井幹也(和歌山大学大学院)

2614
大規模開発と保守を共存させる
DevOpsの考察
金子英一(日本アイ・ビー・エム)

2714
アプリケーション保守におけるア
ジャイル・メトリクスの活用事例
岩谷晋吾(日本アイ・ビー・エム)

2914
人工知能(AI)と統計モデルの予測精
度の差に関する統計的検証と予測精
度向上のための検討
梶山昌之(ワイハット)

休憩

【キーノート3】<1階　RY103教室>
プロジェクトとしての人材育成プログラム　～奈良先端科学技術大学院大学の事例紹介～

飯田　元（奈良先端科学技術大学院大学　教授）

休憩

受 付　<良心館　1階>

【キーノート2】<1階　RY103教室>
AIとクラウドで変わる開発とプロジェクトマネジメント

二上　哲也（日本アイ・ビー・エム株式会社　グローバル・ビジネス・サービス　CTO　技術理事）

休憩

研究委員会「研究会」セッション


